





































































































































































































































































































































































































































































































































































































　例 1～ 3 の自伝には、幾度も夫の死により寡婦となった例が
歌われるが、この地のような山岳地帯の厳しい環境で纏足して
いる女書伝承地域の寡婦にとっては、独立して生計を立ててい
くことがさらに難しかったため、再婚には寛容だったのである。
　以下の歌には、食べ物も住むところもなく、子供を育ててい
かなければならない寡婦の悲惨な生活が描き出されている。
我夫當兵年半載，夫は徴兵されて半年経ったころ、
身得重病在營中。軍隊で重病を患った。
營中並不來修診，しかし治療をしてもらえず、
嫌他無用送回家。用無しと見なされ、家に帰された。
歸來想起無主意，帰宅しても仕方なく、
借起錢銀請醫師。借金して医者を呼んだ。
診來診去都不好，いくら診てもらっても治らず、
房屋田地盡賣完。家財も田んぼもすべて売り払った。
只望神靈來保祐，ひたすら神頼みしたが、
不算夫君一命亡。夫はやはり病死してしまった。
一朶黑雲頭上蓋，まるで暗雲が立ちこめたようで、
天昏地黑斷心腸。世の中は真っ暗になり断腸の思い。
有爺栽花無爺養，花を買って来ても育てる人がいないと同
じこと、
夫死黃泉萬事休。夫が死んでしまって万事休す。
二
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當時抛下兒兩個，そのとき息子が二人いて、
死後七月添朶花。夫の死後七カ月して女の子が生まれた。
留著我來當寡婦，私を残して寡婦にして、
嬌兒啼哭多可憐。子供たちに泣かれてなんと哀れ。
白日千家去討米，昼間に村人の家に行って米を乞い、
夜間破廟來安身。夜になると廟で寝る。
大的哭來小的叫，上の子は泣き下の子は叫び、
母子四人哭皇天。親子四人天に向かって泣き崩れた。
例 7．永暦皇帝過永明（趙　1992：456-459）
　この歌は永暦帝（1647～1662）時代の一農婦龔氏の物語であ
る。龔氏の賢さ、優しさ、殊に夫一族の跡継ぎのために命まで
捧げたその逞しさが歌われている。しかし、注目したいのは最
後の句である。「盡曰龔氏為夫主　死得當真好可憐」、村人は口
を揃えて「龔氏は夫のために命を捧げたのだ」と龔氏の死を讃
える一方で、実際にはその死は「実に哀れだった」と同情して
いる。命を捧げた勇敢さと、夫を助け犠牲となった健気な女性
の悲惨さが伝わってくる。
　（前略）
永曆皇帝到龍虎　　永暦皇帝は龍虎に行幸し
縣官李爺亦走了　　県長李殿も行ってしまった
全縣已是無人管　　県中に役人いなくなり
二
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富川賊匪便來侵　　富川の強盗がやってくる
尤其甘棠與東墜　　特に甘棠村と東墜村は
賊匪來到罪沖天　　強盗が来て天を突き破るほどの罪を犯
した
殺絕人家三百戶　　三百戸の家族を殺してしまい
捉了婦女幾十個　　婦人を何十人もとらえた
其中有個龔氏女　　その中に龔という婦人がいて
配着丈夫周錫康　　その夫の名は周錫康
成親不到一年滿　　結婚して一年足らず
夫妻被賊捉到了　　夫妻ともにつかまってしまった
賊匪幾回要動手　　強盗は何度も手を出そうとし
動手要殺周錫康　　周錫康を殺そうとした
龔氏便乃高聲哭　　龔氏が大声で泣き叫び
請求賊匪莫慌忙　　強盗に急がないようにと頼んだ
假說錫康是老弟　　錫康は弟だと偽って
如蒙不殺好商量　　殺さずに話し合おうと持ちかけた
哭得傷心真疼惜　　悲しそうに泣いているところを憐れに
思い
賊匪始未動刀槍　　強盗は始終武器を使わなかった
龔氏當時設主意　　龔氏はそのときいい考えを思いつき
暗自與夫出主張　　密かに夫に提案し
千方百計想逃走　　どんな方法でもいいから脱走しなさいと
叫夫喊她喊姊娘　　夫に自分のことを姉と呼ばせた
二
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望起賊匪將夫打　　強盗が夫を殴っているのを見て
龔氏一再淚汪汪　　龔氏は何度も涙を流した
跪倒便對賊頭講　　跪いて強盗に話しかけて
各位老爺聽言意　　旦那さま皆さま、私の話を聞いてくだ
さい
我家本是多豪富　　私の家は大変なお金持ち
可惜爺娘走散了　　悲しいことに両親と離れ離れ
如今姊弟被捉起　　いま姉弟が捕まってしまい
父母一定心不安　　両親はきっと心配している
若能留我姊弟在　　もしも私たち姉弟を人質とすれば
等我爺娘贖回鄉　　両親は私たちを請け出しに来る
老爺如果不相信　　もし旦那さまが信じないなら
何不去找我爺娘　　両親を探してくればよい
或是派人跟我走　　または誰かが私について来て
到我家中取錢糧　　我が家へお金と食料を取りに来ればよい
只要不傷姊弟命　　姉弟を殺さなければ
我用金銀報你恩　　お金で恩返しをさせてもらう
賊匪果然相信了　　盗賊は案の定信じてくれて
派兵跟起到家門　　兵隊を我が家までついて来させた
龔氏首先備酒菜　　龔氏は最初に酒と食べ物を準備して
招待兩個賊匪兵　　二人の盗賊を接待する
賊匪正在吃酒菜　　兵士と盗賊が料理を食べているところ
便叫錫康快逃生　　錫康に今のうちの早く逃げろと言った
二
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當時錫康不願走　　そのとき錫康は逃げたくなかったが
難捨難分淚漣漣　　二人は別れがたくて涙を流した
龔氏便對夫君說　　龔氏は夫に言った
你今不走命難存　　いま逃げないと命はなくなるよ
我今死了不要緊　　私が死んでもかまわないが
你若死了絕火煙　　あなたが死んだら跡継ぎが断たれる
全家就你一個崽　　家ではあなたは一人っ子
並無兄弟接祖宗　　ほかに跡継ぎを残す兄弟もいないし
一面叫夫快逃走　　夫に早く逃げるようにと言いながら
一面取下頭上簪　　頭に挿した簪を抜いた
一手將簪喉頭刺　　片手で簪を喉に刺して
一手將夫捅出門　　片手で夫を門の外に押し出した
捅了不到三五步　　刺してから三、四歩も歩かないうちに
便自倒在地烏塵　　地面にばたりと倒れてしまった
七月十五龔氏死　　七月十五日に龔氏が命を落とし
過了三日來救兵　　その三日後に救助の兵隊が派遣されて
きた
皇帝派起曹志建　　皇帝は将軍曹志建に兵隊を引率させ
趕走賊匪得安然　　盗賊を追い払って平和を取り戻した
錫康回家葬龔氏　　錫康は家に戻って龔氏を葬り
鄉親沒個不淚流　　村の人々は誰もが涙した
盡曰龔氏為夫主　　夫のために命を捧げた龔氏が
死得當真好可憐　　死んでしまったのはなんとも哀れ
二
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例 8．太平天國過永明（宮　1991：122-125）
　女書歌には、歴史上の出来事よりも、その戦乱の歳月に身の
回りで起きたこと、どのような暮らしをしていたかが語られる。
彼女たちの生活ぶり、逃避行がどれほど辛かったか、心細かっ
たか、苦しかったか、そのときどきに感じたことが思い浮かぶ
ままに綴られている。
　（前略）
十月冬天霜雪大，十月の冬は凍りついて大雪が降り、
高山嶺上無處安。高山の嶺に休む場所はない。
無刻安身停住坐，一時も安心して腰を下すことができず、
眼淚蓋頭不見天。目に涙が溢れて顔を上げても空は見えない。
住在深山幾個月，山奥に住み着いて数か月経ち、
時時刻刻受盡寒。いつでもいつでも寒さに苦しむ。
寒天霜雪也受過，寒い季節には霜や雪に悩まされ、
可憐世間萬萬人。世間の人々皆哀れ。
早起亦無接飢飯，朝目が覚めても、空腹を満たす飯もなし、
夜間無被難安身。夜安らかに眠れる布団もない。
只要回家取糧草，家へ食料を取りに行って来たくても、
路上闖著亦殺人。道中軍人に出会えば殺される。
鹽油柴米難到手，塩も油も薪も米も手に入らず、
好比長藤同一般。身体は長い蔓のように痩せている。
餓殺多少英雄漢，どれだけのつわものが餓死したことか、
二
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路上枯骨白如霜。道端には白骨が霜のように白く積もる。
心中思想連夜走，暗いうちに歩こうと頭で考えていても、
婦女難行黑路多。女が夜道を歩くのは難しい。
一家團圓都走散，歩いているうちに一家が散り散りになり、
走得四方不安然。四方八方に別れて不安。
十分急忙走不起，急ぎ足では歩けない、
可憐年輕婦道人。かわいそうな若い娘たち。
可憐萬般受盡苦，哀れにさまざまな苦しみを味わい
連身夜走無高低。凸凹の道を暗い夜に歩き続ける。
　（中略）
三寸金蓮難移動，三寸の纏足では歩きにくく、
一陣狂風到來臨。強風吹けばなおさら辛い。
訴出可憐惜不惜，哀れを吐き出せば悲しみが増し、
來世傳他恨不消。来世にまで伝えても怒りは消えない。
一年二省爭天下，年中二つの省の間で権力闘争、
幾時天收定太平。いつになったら天下が治まる。
訴出苦情恨不恨，苦しみを吐き出せば憎しみが増し、
永明一縣受盡虧。永明県のみが大きな災難を被る。
抛開妻子並兒女，妻と子供を置いて亡くなり、
寃成多少寡婦人。寡婦はどれだけ増えたのか。
女人無夫難耕種，女は夫がいないと畑仕事はできず、
滿身也是好憂愁。全身が悲しみで包まれている。
如今揩開眼淚水，今私は涙を拭き取り、
二
二
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夜裡不眠到天光。明るくなるまで一睡もしなかった。
　（後略）
4 ．女書歌の史的意義
　女書歌は延々と苦しみばかりを訴えることから、「苦情文学」
とも呼ばれている。清朝末期からおよそ100年の間に詠われた女
書歌の中で江永の農婦が訴えていたのも、大半は「苦」であっ
たことが、前述の事例にみて取ることができる。実生活におけ
る訴えを改めて以下にまとめてみる。
①夫の賭博、失踪、殊に死による心身の絶望感
②子供の夭折による悲傷と将来への不安
③嫁ぎ先で受けた様々な虐待
④漢民族の纏足の風習による女性の苦痛
⑤夫を幼いうちに育てさせられる「童養媳」の悲哀
⑥生計のために再婚に追いやらされる寡婦の悲運
　これらの訴えはあくまでも個人的な感情によるもので、当時
のすべての女性の実生活そのものが反映されたものとは言えな
いながらも、そのひとつひとつを覗いてみると、江永の農婦た
ちの「苦」の多くは、当時の儒教的規範が浸透した中国の家族
秩序によって生じていたといえるように思う。
二
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　中国の漢詩には、女性を題材にした作品や女性詩人によって
作られた作品があるが、それらに描かれる多くは、架空の女性
の容姿や恋の話である。それに対して、女書歌に現れるのは、そ
の時代を生きる女性たちのありのままの「日常」であり、その
日常の中にいるありのままの「姿」である。そして、そのあり
のままの姿から感じとれるのは、彼女たちの「悲痛」や「愁傷」
であり、「恨み」や「怒り」である。
　劉斐玟（2014）はこのような女書歌を、「その文字からスタイ
ルまでみな中国漢文の伝統的な女性文学とは異なり、中国の女
性文学の歴史の中で独特な分野を占める『女書文学』を形成し
ている」として位置付けた。
　元来作品として創作されたわけではない全く私的なものであっ
た女書歌は、その時代を表現した文学作品や詩歌にはない、時
代の一角の実態を細部まで提示する貴重な史料としての役割を
担いうるであろう。また、通俗的な表現と思われるほどの憂さ
晴らしの声の中には、社会に形作られた女性像を生きるよう強
制された女性たちの、大袈裟とまで思われるような追い詰めら
れた気持ちを、直に感じ取ることができるであろう。それは他
者が記録したものからは得ることができない、女書歌の特有な
ものである。
　女書歌の中の彼女たちがひたすら耐えている姿はひどく哀れ
に感じられる一方で、彼女たちの生き抜く精神的な強さが、静
かだが、確実に伝わってくる。女書歌は時代の産物であると同
二
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時に、その歴史を飾り気なく記録してくれている。
註
（ 1）　現地の風習の 1つである。互いに血縁関係はないが、実の姉妹
よりも仲の良い女性と義理の姉妹関係を結び、針仕事をするときも
遊ぶときも外出するときも常に一緒にいるほどの強い契りである。
（ 2）　中国の古い時代に母から娘へ、姑から嫁へと代々伝わる糸紡ぎ、
機織り、裁縫、刺繍、パッチワークなどの手芸技術の総称。
（ 3）　女書で歌を書いた宣紙を綴じて作られた手製の冊子。「三朝書」
や「結交書」など。
（ 4）　江永県女書文化研究管理センターが制定した女書伝承者の基準
（女書文字の読み書き及び女書歌の吟唱と創作ができる）に従って
正式に認定される女性。2003年には陽煥宜・何艶新・何静華・胡美
月と義運娟の五名、2008年には周恵娟・蒲麗娟と胡欣の三名が加
わったが、2004年陽煥宜が没し、現在七名。
（ 5）　女神を祀る社。現地では薬草などで村人を助けた有徳の女性姉
妹を祀る。
（ 6）　現地の女性が祀る平安と幸福を願う女神である。
（ 7）　昔の中国の女性教育の規範。「三従」は、家にあっては父に従い、
嫁いだ後には夫に従い、夫の死後は息子に従うこと。「四徳」は婦
徳（品徳）、婦言（言葉遣い）、婦容（姿態）、婦功（家事）のこと。
（ 8）　胡慈珠の表記もある。
（ 9）　『金蓮小脚―千年纏足與中國性文化』柯基生著（濁立作家出版社　
2013）第183頁より引用。
（10）　三十六枚の魔除けのための呪符（じゅふ）。方術のための文字や
二
一
七
（165）
符号を記した札。一種のおまじない。
（11）　「王閻」は「閻王」の間違いと思われる（趙　2005：1070）。
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